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令和３年５月２１日 

 
スマートポンプの運用を開始します 
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１ スマートポンプの概要 

  別紙１参照 

２ 車両の取材について 

  令和３年５月２７日の石神井消防署での運用開始に合わせ、車両を撮影していた

だくことができます。 

 ⑴ 日時 

   令和３年５月２６日（水）１４時００分から 

 ⑵ 場所 

   石神井消防署 

練馬区下石神井５－１６－８（別紙２参照） 

３ その他 

⑴ 取材を希望される方は、令和３年５月２５日（火）１２時までに、広報課報道係

へご連絡ください。集合場所、時間については、申し込みの際にお伝えします。 

⑵ 取材の際は、自社腕章を着用してください。 

⑶ 駐車場はありませんのでご了承ください。 

⑷ 新型コロナウイルス感染症予防対策として、マスクの着用、テレビは１社３名

以内、それ以外の社は１社１名とさせていただきます。ただし、テレビ以外の社

のうち、スチールに加えムービーの撮影を希望する社は、２名まで取材可能とし

ます。 

問合せ先 

東京消防庁 ㈹ 電話 3212-2111 

広報課報道係 内線 2345～2349 

 

東京消防庁はこの度、「スマートシティ」の実現に向けた取組として、電動

モータ駆動で放水可能な、消防ポンプ補助装置「スマートポンプ機能」を装

備した水槽付きポンプ自動車を、玉川消防署、石神井消防署、東村山消防署

に配置しました。スマートポンプ機能は、リチウムイオンバッテリによる電

動モータ駆動で放水を可能にしたことにより、ＣＯ２排出量を削減し環境対策

に寄与するとともに、電動モータの静音性により駆動音を抑制することが可

能となっています。 

なお、放水する場合は、放水量に応じてエンジン駆動と電動モータ駆動が

切り替わる仕様となっています。 



スマートポンプの概要 

 

この車両は、水槽付ポンプ車に電動モータ駆動で放水可能な消防ポンプ補助装置を装

備することで、静音性及び環境に配慮した車両です。 

・ 消防ポンプ補助装置は、エンジンを停止した状態でモータによりポンプを駆動させ

ポンプ圧力０．３ＭＰａで毎分約３００Ｌ放水可能とし、連続で約一時間稼働できま

す。ポンプ操作盤に設けられている液晶パネルと電子スロットルで操作します。 

・ ポンプ回転数が上昇すると自動的にエンジン駆動に移行します。なお、エンジン駆

動時はリチウムイオンバッテリに回生充電されます。 

・ 消防ポンプ補助装置のリチウムイオンバッテリは、ＡＣ１００Ｖ電源で充電でき、

満充電で約５,６００Ｗの容量があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

別紙１ 

車両外観 

消防ポンプ補助装置用 

リチウムイオンバッテリー 
消防ポンプ補助装置操作パネル 



車両の主要諸元 

シ
ャ
シ
関
係 

全長 約６.５８ｍ 

全幅 約２.３１ｍ 

全高 約２.７６ｍ 

ホイルベース ３.２６ｍ 

最小回転半径 ５.３ｍ 

車両総重量 約１０,８２５ｋｇ 

乗車定員 ７名 

エ

ン

ジ

ン

関

係 

種類 水冷直列４気筒ディーゼル 

総排気量 ５.１９３Ｌ 

最高出力 １５４ｋＷ－２,４００ｒ／ｍｉｎ 

最大トルク ７０６Ｎ・ｍ－１,６００ｒ／ｍｉｎ 

トランスミッション 電子制御式自動６段変速機（手動モード付） 

 

 



案 内 図 

 

別紙２ 

石神井消防署 

 練馬区下石神井５－１６－８ 


